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１１．．研研究究のの目目的的 

 今回の埼玉大会では，発表を２つおこなうこと

にしているが，この発表は，より具体物を授業に

持ち込んでみようというものである．筆者の「こ

だわり」については，ひとつめの発表のページを

ぜひお読みいただきたい． 

２２．．授授業業場場面面そそのの１１  立立体体のの切切断断面面 

 数学Ｂの空間図形のところで，立体図形の切断

面(中学１年生の内容)について思い出してもらっ

た．まず黒板とチョークのみでの解説．次にコン

ピュータ画面でいろいろ動かしての考察． 

 

 

 

 

 

 

そして「３Ｄプリンター」で作ってもらった「立

方体の断面模型」でいろいろと考察してもらった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３．．授授業業場場面面そそのの２２  数数列列のの和和 

 やはり同じ数学Ｂであるが，今回は数列のとこ

ろである．ここのところ，先生方はいかに授業さ

れているだろうか． 

∑ 𝑘𝑘2
𝑛𝑛

𝑘𝑘=1
= 𝑛𝑛(𝑛𝑛 + 1)(2𝑛𝑛 + 1)

6  

 まず私は分子に着目させ，ちょうど数学 IIで学

んでいる「これって３次関数だよね．」として 

𝑓𝑓(𝑥𝑥) = 𝑥𝑥(𝑥𝑥 + 1)(2𝑥𝑥 + 1) 
 についてのグラフをコンピュータで表示させた

りしての考察もおもしろいかと思う． 

 そしてシグマの話に戻るが，具体物として 

 

        →→ 

 

「「１１＋＋４４」」のの６６個個がが「「２２××３３××５５」」のの直直方方体体にに  

 

        →→ 

 

「「11++44++99」」のの６６個個がが「「３３××４４××７７」」のの直直方方体体にに  

 紙面の都合で写真を省略するが， 

 「1+4+9+16」の物も作成し触れてもらった． 

「「11++44++99++1166」」のの６６個個がが「「４４××５５××９９」」のの直直方方体体にに  

 自作のこれらの模型を生徒たちに触らせ考察さ

せている． 

 

 

 

 

 

４４．．授授業業場場面面そそのの３３    

      空空間間ベベククトトルルのの平平行行六六面面体体 

 ここも写真を省略するが，𝐴𝐴𝐴𝐴⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑘𝑘𝐴𝐴𝐴𝐴⃗⃗⃗⃗  ⃗を触れて
実感してもらうための具体物である． 

５５．．おおわわりりにに((「「具具体体物物」」のの有有用用性性))  

 発表当日は生徒たちが書いてくれた感動的な感

想などから，先生方のご意見をいただきたい． 
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ＩＣＴ機器を補助とし具体物に重きをおいた実践研究

～具体物ならではの良さを生徒たちに～

神奈川県立城郷高等学校(再任用) 石谷優行
(過去の実践は定年退職前の神奈川県立横浜平沼高等学校にて)

-----------------------------------------------------------------------------------------------------

０．発表のコンセプト

先生方，いつもの数学の授業からちょっとだけ

脱却し，おおいに「数学的活動」を取り入れ，

生徒たちに，数学そのものの持つ「面白さ」

「美しさ」「不思議さ」を味わわせてみませんか．

▲これは，長年に渡って私の発表コンセプトとしているものである．

１．具体物に関しては、日本數學敎育學會の「創立百周年記念誌」にも書かせていただきました

Ｐ．１５→
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２．今回の実践紹介

以下、「こちら」となっているところは、過去の「当日配付資料」へのリンクです。

他の年度のものは、「www.ishitani.com」を開いて「夏の「日本数学教育学会全国大会」などで

配付しました当日配付資料など、もろもろは、こちらです。」のところにあります。ご覧ください。

＜その１＞立体の切断面

「２０１５年度日本数学教育学会全国大会[2015(H27).8.7(金)] 北海道大会の時は、こちら。

(PDF 2,127KB)」しかしこれは、具体物はなく、PCを触ったのみの感想。この８ページ目です。

２０２１年度の実践にて

◆具体物に触れた瞬間の生徒の感想

・完成されたものに触れ、自身の手で自由な角度から実際の断面を眺めることで口頭では

伝えられなかった情報を簡潔に理解できる。

・とにかく形が美しいと感じる。手で触わり、いろいろと回してみたりして確認できた。

各辺のちょうど真ん中で切ったときに、ほんとうに断面が「正六角形」になり、また、

全く同じ二つの物体ができたことを目と手で確認できた。すごい！！

◆具体物に触れたあと、ＰＣを操作しての生徒の感想

・実際の物は４つの断面しかないが、これを見て理解した上で、ＰＣではさらにそれ以外

の様々な条件における立体の状態を自身で探求することができ、図形について今まで以

上に理解を深められる。

・ＰＣのとき、いろいろな角度かせ見ていたが、本当なの？という気持ちもあった。その

あと実際の物に触れて「なるほど」という感じが強くした。再度ＰＣをさわると、その

「なるほど」の感じのままＰＣを触れて、「むずむず」が解消した感じ。

＜その２＞数列の和

２０２１年度の実践にて

◆具体物を組み立ててみての生徒の感想

・Σｋにしても、Σｋ２にしても最初はただ与えられた問題を解くための公式にすぎず、

おもしろみをあまり感じずにいた。そして今日、初めてこの６つのブロックに触れてみ

て、それがひとつの直方体のかたまりになることを知った。そして、直方体の体積を求

める公式が、まさにΣｋ２の公式の分子の形になっている！！これは、おもしろさを通

り越して感動しました。６つのブロックがまさに穴ひとつ無いキレイな直方体になって

いるのは、ほんとうにスゴイと思った。これで分母の「６」は、絶対に忘れない！！

手でさわったり、いろいろな角度から見たりすると数学が嫌いな人でも好きな人でも、

不思議な気持ちが解消でき、いろいろな図形をもっと触ってみたくなるんじゃないかと

思う。

・問題を解くだけの授業では、ただ数列の和を求めるという印象だったが、今日の授業は

実際のものを何らかの形に表すことができ、それがΣｋ２の式になっていて、思わぬ発

見があるのだと感じた。こんなデコボコした図形で直方体ができるとは全く考えられな

かったが、確かに実際に式を見るとそうなっいる。あまりにも信じがたい！！しかし、

そうなっている！！びっくり！！面白い話をありがとうございました。

https://www.ishitani.com/toujitsu-haifu.htm
https://www.ishitani.com/2015hokkaidou-toujitsu.pdf
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＜その３＞空間ベクトルの平行六面体

◆段ボールによる製作

「２０１１年度日本数学教育学会全国大会[2011(H23).8.2(火)] 神奈川大会の時は、こちら。

(PDF 1,916KB)」 この６ページ目です。

◆竹ひごによる製作

「２０１３年度日本数学教育学会全国大会[2013(H25).8.4(日)] 山梨大会の時は、こちら。

(PDF 1,154KB)」 この５ページ目です。

２０２１年度の実践は、残念ながら竹ひごで作った物を生徒たちに見せただけとなってしまった。

＜その４＞空間ベクトルに入る前の空間の認識

「２０１４年度日本数学教育学会全国大会[2014(H26).8.1(金)] 鳥取大会の時は、こちら。

(PDF 1,605KB)」

こちらも、２０２１年度の実践は、残念ながら満足のいくものではなかった。

＜その５＞生徒からの質問に、具体物を示しただけで、すぐに納得してくれた例

◆問題「正四面体ＯＡＢＣがある.Ｏ(0,0,0)とＡ(4,0,0)として辺ＢＣがｘｙ平面(x>0,y>0)と垂直に

交わっているとき，点Ｂ，点Ｃの座標を求めよ．」

「２０１４年度日本数学教育学会全国大会[2014(H26).8.1(金)] 鳥取大会の時は、こちら。

(PDF 1,605KB)」 一番最後の「おまけ！！」ページです。

「２０１３年度日本数学教育学会全国大会[2013(H25).8.4(日)] 山梨大会の時は、こちら。

(PDF 1,154KB)」 一番最後の「おまけ！！」ページです。

(◆上記ふたつ、同じ内容です。)

＜その６＞入試問題の解説をした際の具体物による確認

２０２１年度の実践にて

https://www.ishitani.com/2011kanagawa-toujitsu.pdf
https://www.ishitani.com/2013yamanashi-toujitsu.pdf
https://www.ishitani.com/2014tottori-toujitsu.pdf
https://www.ishitani.com/2014tottori-toujitsu.pdf
https://www.ishitani.com/2013yamanashi-toujitsu.pdf
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＜その６＞で、球の半径と正四面体の一辺の長さの比を計測した生徒の感想

ルートがついたままの答を出して終わりで無く、実際にそれを確かめられたということは、あた

りまえだけど「ほんとうにそうなっている」ことの確認ができたことじゃないですか。「ほんと

にあっているんだな。この長さなんだな」という感じ。すごい楽しい。ルートは無限に続く小数

だけど、それを少し身近に感じられた感じ。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

「当日配付資料」、以上です。石谷
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